
究で示した成体になる時期の遅れや魚体の小型化は現象
として整合しており，長期的な水温上昇にともない秋季
発生系群の生活史全体が季節的に遅くなったものと考え
られる。一方，本種の資源変動仮説でも水温上昇にとも
なって生活史が変化することが指摘されており，このま
ま地球温暖化が進んで水温上昇が続くと発生時期はさら
に遅れ，2100年頃には冬から春が主な発生時期になる
ことが予想されている。5） 2000年代以降の魚体の小型化
は急速であり，地球温暖化にともなう発生時期の遅れが
予想を上回る速度で進行している可能性がある。今後，
発生時期の遅れや魚体の小型化について，より詳細な研
究が必要と考える。
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研究内容
スルメイカTodarodes pacificusは日本周辺海域に広
く分布する単年性の重要水産資源であり，資源評価に基
づいて漁獲可能量が設定されている。資源評価では資源
量指標値と体重から資源量が求められているが，体重の
経年変化は基本的にないものとして資源量が計算されて
いる。しかし，日本海沖合を主漁場とするイカ釣漁業者
から，近年，魚体が小型化しているという声が聞かれ
る。本種の体サイズの経年変化を明らかにすることは資
源評価の正確化や生物特性の理解向上につながり，漁業
者にとって魚体の大小は漁獲量に直結する関心事でもあ
る。そこで，石川県水産総合センターの調査船白山丸に
よるイカ釣操業結果に基づいて，日本海沖合における本
種の体サイズの長期変化を明らかにした。
本研究 1)では1978年から2019年の5月から10月に日
本海で実施した1677回の操業結果を解析対象とした。
各操業で漁獲した個体の平均外套長をCPUE（釣機1台
1時間当たりの漁獲尾数）で重みづけして年別月別平均
外套長を求めた。その結果，8，9，10月の平均外套長
は2000年代以降小さくなっており，2019年の平均外套
長は2002年に比べて5.8 cmも小さく，魚体が小型化し
ていることが分かった。本種は幼体期から未成体期に急
速に成長し，成熟が始まる成体期になると成長が停滞す
る。そこで，1980年以降の操業結果を5年間毎にまと
め，各操業の実施月日と平均外套長の関係に対して
CPUEで重みづけした折線回帰分析を適用することで，
成長期のみかけの成長速度（折曲点に至るまでの回帰線
の傾き）と成体になる時期（回帰線が横ばい傾向に変化
する折曲点の月日）を求めた。その結果，1990年代前
半以降，成体になる時期が2か月以上遅れ，2000年代
前半以降，成長速度も低下していることが分かった（図
1）。成体になる時期が遅れ，成長速度も低下すると成
長途上の個体をより長期間より多く漁獲することにな
る。これが漁獲個体の体サイズが2000年代以降小さく
なった理由と考えられた。
本研究で解析対象とした漁獲個体は漁期漁場から秋季
発生系群に区分される。秋季発生系群の発生時期は
1990年代以降遅くなっていることが日齢解析等の研究
から示されており，2-4） これには1980年代末以降の冬季
水温の上昇と2000年代以降の秋季水温の上昇が関係し
ていると考えられている。3,5） この発生時期の遅れと本研
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図1　各年代の平均外套長の季節変化（原著論文より一部
抜粋）。点線はCPUEで重みづけした折線回帰分析の
結果，円の大きさは各操業のCPUEを示す。
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